
マンションのリビングでの収納付き畳コーナーの製作について 
今回は鎌倉市のマンション９Fのリビングの一角に収納付きの畳コーナーを設置するものです。 

要望事項 

１． コーナー部と梁位置で出来る空間をうまく使い畳コーナーを設置します。さらにバーチカル      

カーテンを取り付けてコーナーをスッキリと仕切りたいとのことです。 

(カーテン工事は別途です。) 

２． 収納付き畳はパナソニック電工様の畳ヶ丘を使用し、箱枠は床板と色合わせして畳ヶ丘のピ

ッチ割付を考慮して梁位置までを採寸し、箱枠の幅を決定したい。 

３． R部縦型リビングボードの転倒防止の固定方法で壁、天井を傷めないように対応する。 

ここで、一番気になることはコーナー部と梁と壁が各々どの程度直角に出来ているかどうかです。そ

れにより畳ヶ丘の壁側の調整フィラーは調整代を超える可能性があります。当社で用意する箱枠にし

ても壁に当たる部分はモヘアを貼り付けて多少の角度と壁の出入りにも対応しますが、後は設置状況

で判断させてもらうことにしました。   

また、パナソニック電工様の畳ヶ丘については計画図面を相談センター様へ送り、部材細部寸法の回

答を戴き細部図面が確定できました。 

 

次は製作図面です。 
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            次は畳コーナー部採寸時状況です。 
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R 部リビング
ボード 

箱枠短辺方向 L2139 

箱枠長辺方向 L2575 
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箱枠外面が梁面となりま

す。バーチカルカーテンの

外面でもあります。 

箱枠短辺方向 
L2139 

箱枠長辺方向 
L2575 

R部リビングボード 
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次は施工状況です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                  エレベーターで荷揚げして箱枠を並べて畳箱の組み立て仮置

き状況です。 

 
箱枠の壁面のモヘアの取り付けです。 
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箱枠は t26 の板で補強が十分にし
ていますので、床板のように載っ

ても大丈夫です。 

長辺枠は 1 本ものでエレベータ
ーに載らないので 2分割。 
接合用窓です。 

この開口はボックス接合用窓です。

短辺箱枠と R部と接合します。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
開口部より R部リビングボードと短辺箱枠を固定して 

畳箱を連結し、前面の化粧板、框板を固定します。 

 

 

 

 

既製の調整材では隙間が埋まらず、ここに

t3から 8mmの 1700のテーパーのフィラ
ーを入れました。 

蓋用丁番はなかなか優れものです。 

 スプリングの力で軽く開き、丁番 

                            側の小口が箱小口と干渉しない。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
蓋の開閉、引き出しの出入りの調整、確認 OKです。 
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 長辺箱枠側開き状況です。 長辺前面框側開放状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ｔ15畳セット完了です。箱枠は十分にベンチにも利用できます。 

  これであとはバーチカルカーテンの取り付けのみです。  
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 次に R部リビングボードです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
実はこの棚板は前よりに重心があり、軽く前側を 

押さえるとひっくり返ります。 

そこで、奥側のダボにひっくり返り防止ストッパーを 

つけました。（アンテナ同軸ケーブル固定金具です。）  

R棚の場合こんなケースがたまにあります。 
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天井固定アジャスター 
下面よりドライバーにて締め付け

て固定します。 

同軸ケーブル固定金具です。 
φ８ｍｍダボに大体合います。 



 最後は収まり具合です。  
 バーチカルカーテンの収まり状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
バーチカルカーテンと箱枠アウトラインが揃っています。 

  
ﾊ 
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 バーチカルカーテンの開閉具合で 

  この畳コーナーのいろいろな空間を 

  演出できそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 この状況ですと来客時のお泊りにも対応できます。 
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  寝具の収納状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
既製品のパナソニック電工の畳ヶ丘を取り入れて床板に色合わせした特注箱枠と R 部リビングボード

を組み合わせてリビングにマッチした雰囲気に収まりました。 

    平成 22年 5月 17日 ㈱マルダイ 家具部 Da・Monde 鈴木 
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